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が明らかにされ上記の光受容体に比べて研究が遅れている ZTL (ZEITLUPE)/LKP2 (LOV 
KELCH PROTEIN 2)/FKF1 (FLAVIN-BINDING, KELCH REPEAT, F-BOX 1) ファミリー
タンパク質の１つである ZTL による胚軸伸長機構を、モデル植物であるシロイヌナズナを用
いて遺伝子レベルで研究したものである。論文の構成は３章からなる。第１章では、マイクロ
アレー解析により野生型と ZTL 過剰発現体の遺伝子発現を網羅的に比較・解析し、qRT-PCR 
(quantitative reverse-transcription PCR)を用いてオーキシン応答性遺伝子の発現と胚軸伸長
との相関を明らかにしたうえで、阻害剤を用いた胚軸長比較実験により ZTL による胚軸伸長





用いた分子生物学手法や、ztl機能欠損体背景でYUC8 (YUCCA8) やPIF4 (PHYTOCHROME 


































               論文審査主査  清 末 知 宏    教授 
                                     安 達   卓   教授                         
岡 本 治 正   特別非常勤講師 
                                 （学習院大学名誉教授） 
